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　先月のコラムでは韓国のブラックデーとジャージャー麺について紹介しました。

そのコラムの最後に韓国デリバリーアプリの注文数第１位がフライドチキンと書

いていたことを覚えていますか。韓国人のフライドチキンへの愛はとてもすごいも

のがあります。韓国ではフライドチキンのフランチャイズブランドの数だけで400

を超え、全国の総店舗数は約３万6800店だそうです。そのため、デリバリーアプ

リが出来たときから注文数は１位で、全体の注文数の約20%を占めています。

　こうしたフライドチキンの人気に支えられ、チキンに関する新しい造語も増えま

した。치느님（チキン様）や、당모치（당연히 모든 치킨은 옳다・当然すべてのチ

キンは正しい）のように面白く誇張してチキンを讃える単語もあります。「２千ウォ

ン高くなった（骨なしチキンになった）」という造語もあります。どういう意味かわ

かりますか。

　韓国では相手に隠したい核心をつかれて傷ついた時に、「骨を打たれた」という

表現を使います。そこから派生して、骨を打たれた→骨がなくなった→「骨なしチ

キンになった」と表現されるようになりました。そして、骨なしチキンは骨付きチキ

ンよりも２千ウォンくらい価格が高い場合が多いので、「２千ウォン高くなった」と

いう表現が生まれました。面白い表現ですよね。

不動の１位、フライドチキン

国際交流・韓国

太宰府市国際交流員
キムシンヒョン

金辛泫

つ
れ
づ
れ

太
宰
府
短
歌
会

飛
梅
句
会

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

太
宰
府
俳
句
会

宝
満
句
会

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

（緑台区）小原流

花材 ハナショウブ、キク、モミジ

平山　三代子
ひらやま み　よ　こ

季
節
の
生
け
花

太
宰
府
市
華
道
連
盟

チ　ヌ ニム ダン モ　 チ

ぼ
た 

や
ま

プラム・カルコア太宰府（中央公民館）からのお知らせ

bunka-g@city.dazaifu.lg.jp

問い合わせ　 文化学習課　文化学習係　☎（９２１）２１０１　　（285）2631FAX

ページＩＤ：28767

第45回市民文化祭参加者向け説明会を実施します

日　時　６月11日㈫　①午後１時30分～午後２時30分　②午後７時～午後８時

　　　　　※①②いずれも同じ内容、15分前から入場受付

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）４階 多目的ホール

対象者　市内在住・在勤・在学の人、または市内の団体・サークルに加入している人で、本年度の文化

　　　　祭に展示や舞台発表で参加予定の人（団体での参加の場合は代表者のみで可）
※出席は必須ではありませんが、本年度の開催内容や申込方法などを説明しますので、できるだけ出席してください。
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【バックナンバーはこちら】ページＩＤ７２４１

　11月３日（日・祝）～４日㈪に開催予定の市民文化祭向け説明会です。

　平日昼間に不定期で開催しています。音楽や落語、漫才、マジックなどを披露してみたい人を募集して

います。文化学習課に問い合わせてください。

ホワイエＬＩＶＥ出演者募集中

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/ 2829 広報だざいふ 2024.5 （令和 6 年）広報だざいふ 2024.5 （令和 6 年）



プラム・カルコア太宰府（中央公民館）からのお知らせ

bunka-g@city.dazaifu.lg.jp

問い合わせ　 文化学習課　文化学習係　☎（９２１）２１０１　　（285）2631FAX

ページＩＤ：34577
夏休み「子ども能楽体験教室」受講生募集

期　間　８月１日㈭～３日㈯の全３日間

　　　　　１日目：午後１時～４時

　　　　　２・３日目：午前10時～正午／午後１時～３時
　　　　　※昼休み正午～午後１時

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）　　

対象者　小学生～中学生

定　員　20人程度※申し込み多数は抽選。少数は、開講できない場合もあります。

受講料　１人２千円

用意するもの　コハゼ付き足袋、長ズボン
　　　　　　　※浴衣、着物で参加できます。

申込締切　７月10日㈬　　申込方法　申込フォーム▶

　

　舞・笛・小鼓を楽しく体験してみましょう。

市民ホールに能舞台を設置し、最終日には発表会をします。

ページＩＤ：31885 

プラム・カルコア太宰府　【ホワイエLIVE】－Vol.4－開催

日　時　６月20日㈭午後０時半～20分程度　　　出演者　和胡隊

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）２階ホワイエ　
　　　　※席数に限りがあります。（出入、立ち見は自由）

曲　目　ふるさと、朧月夜 ほか

※出演希望者募集中。詳しくは文化学習課へ。
　

　市民ホール入口前のロビーを利用したさまざまなジャンルの簡易的ライブを開催します。

今回は「和胡」。国産の欅と和紙で作られ、空間に調和する音色が特徴の楽器演奏をお楽しみください。
わ 　 こ けやき

わ　　こ　　たい

▼
いま　むら

あい　はら かず　ひこ

よし　 た　 ろう

森田流笛方

相原一彦先生

いい　とみ よし　 あき

大倉流小鼓方

飯冨孔明先生

能楽師観世流シテ方

今村嘉太郎先生

講　師

ページＩＤ：34574プラム・カルコア文化芸術振興事業　　三井住友海上文化財団 ときめくひととき 第1025回

『古部賢一 オーボエ・リサイタル ～知楽！博楽！音楽の知恵袋～』

日　時　７月27日㈯午後２時開演（午後１時半開場）

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）市民ホール

曲　目　愛の挨拶、オーボエ・ソナタニ長調、アラウンド・ザ・ワールド ほか

入場料　【全席指定】一般 ２千円、高校生以下 ５００円
　　　　※当日券は各＋500円（前売券完売の場合、販売なし）、未就学児入場不可

チケット販売開始日　６月４日㈫午前10時

チケット販売場所　①プラム・カルコア太宰府（中央公民館）２階窓口

　　　　　　　　②チケットぴあＰコード［269-341］セブンイレブン店頭

　　　　　　　　 ※主催者側の都合による中止を除き、チケットの払い戻しはできません。

　

　元・新日本フィルハーモニー交響楽団首席オーボエ奏者の古部賢一が贈る、甘く、柔らかいオーボエの

世界。来場者に寄り添った心温まるコンサートを届けます。　（公財）三井住友海上文化財団の助成により開催します。

ふる　　べ けん　いち

出　演

　古部賢一
（オーボエ）

ふる　べ けん　いち

　加藤昌則
（ピアノ）

か　とう まさ  のり

入場無料

★こどもミニコンサート開催（無料）　７月26日㈮午後２時～３時

　対　象　未就学児と保護者15組（６月４日㈫午後２時から電話受付）※先着順

©土居政則©土居政則

みんなの
としょかん●小説　こまどりたちが歌うなら（寺地はるな／著）　魂の歌が聞こえるか（真保裕一／著）

　家族解散まで千キロメートル（浅倉秋成／著）　不思議な時計（北村薫／著）　怪談刑事

（青柳碧人／著）　佐渡絢爛（赤神諒／著）　あいにくあんたのためじゃない(柚木麻子／

著）　　定食屋「雑」（原田ひ香／著）　マガツキ（神永学／著）　spring（恩田陸／著）　別れ

を告げない（ハン・ガン／著）　出会いはいつも八月（Ｇ.ガルシア=マルケス／著）

●随筆・詩などの文学　魔女のまなざし（角野栄子／著） マリコ、アニバーサリー（林真理子

／著）　見る・知る・学ぶ名所旧跡でぐぐっとわかる日本文学（ロバート・キャンベル／監修・

解説）

●その他の本　老いてお茶を習う（群ようこ／著）　肩こり・五十肩・腱板断裂肩の痛みがよ

くなるすごい方法（歌島大輔／著）　平野レミの自炊ごはん(平野レミ／著)　　飼い主のた

めの“犬のお手入れ”の教科書（奥田香代／監修）　「なぜ！？」からはじめる政治・経済（藤

井剛／著）

としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６

金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和６年４月
貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土令和
6年

6 3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

2

9

16

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

古
代
山
城
と
大
宰
府
⑴

私
は
こ
の
欄
で
何
回
か
に
わ
た
っ
て
、

古
代
大
宰
府
の
軍
事
的
機
能
を
考
え
て

み
ま
し
た
。
今
回
も
引
き
続
き
、
そ
の

一
環
と
し
て
、
古
代
山
城
を
め
ぐ
る
問

題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

大
宰
府
の
軍
事
的
機
能
を
考
え
る
う

え
で
重
要
な
の
は
、
や
は
り
白
村
江
敗

戦
後
の
天
智
天
皇
３
(
６
６
４
)
年
、

壱
岐
・
対
馬
・
筑
紫
国
な
ど
に
設
置
さ

れ
た
防
と
烽
、
ま
た
同
年
、
筑
紫
に
築

造
さ
れ
た
水
城
、
そ
し
て
翌
年
の
大
野

城
・
椽
城
の
築
城
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
は
『
日
本
書
紀
』
に
記

さ
れ
て
お
り
、
大
宰
府
は
防
人

の
配
備
、
烽
の
運
用
お
よ
び
管

理
、
ま
た
大
野
城
・
椽
城
、
水

城
な
ど
の
防
衛
施
設
の
統
轄
と

い
っ
た
軍
事
的
機
能
を
付
与
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

こ
こ
に
み
え
る
大
野
城
・
椽
城

は
、
こ
れ
ま
で
古
代
山
城
の
な

か
で
は
、
対
馬
の
金
田
城
、
熊

本
の
鞠
智
城
、
香
川
の
屋
嶋
城
、
奈
良
・

大
阪
の
高
安
城
な
ど
と
と
も
に
朝
鮮
式

山
城
の
名
称
で
分
類
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
一
方
で
、
瀬
戸
内
地
域
か
ら
北
部

九
州
に
か
け
て
は
、
い
わ
ゆ
る
神
籠
石

系
山
城
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
分
布
し
て

い
ま
す
。
こ
の
神
籠
石
系
山
城
は
、
そ

の
性
格
(
霊
域
説
か
、
山
城
説
か
)
を

め
ぐ
っ
て
、
明
治
時
代
に
論
争
が
起
こ

り
ま
し
た
が
、
現
在
の
研
究
段
階
で
は
、

朝
鮮
式
山
城
と
神
籠
石
系
山
城
と
を
合

わ
せ
て
古
代
山
城
と
呼
ぶ
こ
と
が
、
よ

う
や
く
一
般
的
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
天
智
朝
に
は
、
那
津
(
博

多
)
か
ら
現
在
の
政
庁
跡
に
大
宰
府
が

移
転
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
時
に
先
に
述
べ
た
よ
う
な
軍
事
的

機
能
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
大
宰

府
は
軍
政
府
と
し
て
成
立
し
た
と
説
か

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
確
か
に
そ
う

し
た
側
面
が
あ
る
こ
と
も
一
概
に
否
定

で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
後
に
お
け
る
大

宰
府
の
軍
事
的
機
能
の
展
開
を

考
え
て
み
る
と
、
こ
の
時
付
与

さ
れ
た
軍
事
的
機
能
は
、
ま
さ

に
白
村
江
敗
戦
と
い
う
国
家
存

亡
の
危
機
と
も
い
え
る
事
態
に

即
応
す
る
た
め
の
緊
急
的
、
臨

時
的
措
置
と
み
る
こ
と
も
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
令
制
に
み
え
る
大
宰

府
が
「
那
津
官
家
」、
筑
紫
大
宰
、

筑
紫
総
領
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
セ
ス
を
踏
み
な
が
ら
段
階
的
に
整

え
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、

天
智
朝
に
お
け
る
軍
事
的
機
能
の
付
与

を
、
一
旦
相
対
化
し
て
み
る
こ
と
も
重

要
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
そ
う

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
先
に

ふ
れ
た
古
代
山
城
の
あ
り
方
を
再
検
討

し
て
み
る
必
要
性
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

太
宰
府
市
公
文
書
館
　
重
松
　
敏
彦

～公文書館だより 　～122

さ
き
も
り

か
ね
　
　
だ
　
　
じ
ょ
う

た
か
　
や
す
　
じ
ょ
う

こ
う
　 

ご
　
　
い
し

な

の

つ

の

み

や

け

つ
く

し
の 

そ
う
り
ょ
う

つ

く

し

の

だ

ざ

い

し
げ 

ま
つ

と
し 

ひ
こ

き
く
　 

ち
　
　
じ
ょ
う

や
　 

し
ま
　
じ
ょ
う

と
ぶ
ひ

き 
 

じ
ょ
う

さ
ん 

じ
ょ
う

【バックナンバーはこちら】ページＩＤ７２４１

ホームページ

特別整理期間のため
市民図書館とすくすく号はお休みします

休止期間　６月17日㈪～26日㈬

注意事項　

・すくすく号は７月２日㈫の５コースから巡回を再開します。

・本は図書館玄関横、いきいき情報センター内の「ほんのポスト」

に返却ができます。ただし、ＣＤ・ＤＶＤほか、返せないものも

あります。注意してください。
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天
野
遠
景
の
貴
海
島
討
伐

こ
れ
ま
で
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
で
紹
介

し
た
以
外
に
、
天
野
遠
景
は
、
源
頼
朝

の
命
令
で
太
宰
府
に
赴
任
し
て
い
た
間

に
、
も
う
一
つ
重
要
な
役
目
を
果
し
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
回
取
り
上
げ
る

貴
海
島
の
討
伐
で
す
。

貴
海
島
は
、
史
料
で
は
貴
賀
井
島
・

鬼
界
島
な
ど
と
も
記
さ
れ
、
そ
の
現
在

地
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
近
年
は
鹿

児
島
県
の
硫
黄
島
(
鹿
児
島
郡
三
島
村
)

と
す
る
見
解
が
一
般
的
で
す
。
硫
黄
島

は
薩
摩
半
島
の
先
端
か
ら
約
40
㎞

南
の
海
上
に
位
置
す
る
小
さ
な
火

山
島
で
、
硫
黄
を
産
出
す
る
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
世
に
は
、

貴
海
島
と
い
え
ば
日
本
の
西
の
境

界
に
位
置
す
る
島
と
認
識
さ
れ
、

ま
た
罪
人
を
島
流
し
に
す
る
流
刑

地
で
も
あ
り
ま
し
た
。

文
治
３
(
１
１
８
７
)
年
９
月
、

頼
朝
の
命
を
受
け
て
、
そ
の
家
臣
で
あ

る
御
家
人
の
宇
都
宮
信
房
が
九
州
に
向

か
い
ま
し
た
。
こ
の
時
、
頼
朝
と
敵
対

し
て
い
た
弟
の
源
義
経
に
味
方
す
る
者

た
ち
が
、
貴
海
島
に
潜
伏
し
て
い
る
と

の
疑
い
に
よ
り
、
こ
れ
を
討
伐
せ
よ
と

頼
朝
か
ら
命
令
が
出
さ
れ
た
の
で
す
。

信
房
は
遠
景
と
合
流
し
、
出
兵
の
準
備

を
進
め
ま
す
。

翌
４
(
１
１
８
８
)
年
２
月
に
は
、
遠

景
か
ら
の
書
状
が
鎌
倉
の
頼
朝
の
元
に
届

き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
遠
景
は
家
来

を
貴
海
島
に
送
っ
て
現
地
を
偵
察
さ
せ
る

一
方
で
、
九
州
の
御
家
人
ら
に
出
陣
を
催

促
し
て
軍
勢
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
御
家
人
た
ち
の
協
力
は
思
う
よ
う
に

得
ら
れ
ず
、
軍
勢
が
集
ま
ら
な
い
の
で
、

あ
ら
た
め
て
頼
朝
か
ら
命
令
す
る
文
書
を

出
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
３
カ
月
ほ
ど
経
過
し
た
５
月

に
、
再
び
遠
景
か
ら
の
連
絡
が
頼

朝
の
元
に
届
き
ま
し
た
。
遠
景
ら

の
軍
勢
が
貴
海
島
に
渡
り
、
敵
と

合
戦
を
し
て
降
伏
さ
せ
た
と
い
う

報
告
で
、
と
り
わ
け
信
房
が
活
躍

し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
貴
海
島
討
伐
は

完
了
し
ま
し
た
。

戦
い
の
詳
し
い
内
容
は
記
録
が

残
っ
て
お
ら
ず
不
明
で
す
が
、
こ
れ
に
よ

り
鎌
倉
幕
府
の
威
令
は
当
時
の
日
本
の
西

の
果
て
ま
で
及
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
頼
朝
は
参
加
し
な
か
っ
た
御
家

人
た
ち
か
ら
領
地
を
没
収
し
、
こ
れ
を
信

房
の
よ
う
に
功
績
の
あ
っ
た
者
に
褒
美
と

し
て
与
え
て
い
ま
す
。

太
宰
府
市
公
文
書
館
　
大
塚
　
俊
司

～公文書館だより 　～123

お
お 

つ
か

し
ゅ
ん
じ

み
な
も
と
の
よ
り
　
と
も

い
　
　
お
う
　
じ
ま

さ
つ
　
ま

る
　 

け
い

ち

ぶ
ん
　 

じ

ご
　
　
け
　
　
に
ん

う
　
　
つ
　 

の
み
や
　
の
ぶ
　
ふ
さ

み
な
も
と
の
よ
し
　
つ
ね
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し
ま
　 

む
ら

あ
ま
　
の
　
　
と
お
　
か
げ

き
　
か
い
が
し
ま

【バックナンバーはこちら】ページＩＤ７２４１

プラム・カルコア太宰府（中央公民館）からのお知らせ

bunka-g@city.dazaifu.lg.jp

問い合わせ　 文化学習課　文化学習係　☎（９２１）２１０１　　（285）2631FAX

ページＩＤ：２２７７５
第45回市民文化祭作品出展・ステージ参加者募集

日　程　11月３日㈰、４日㈪

部　門　 ステージの部　原則１人１ステージ　　展示の部　１人１区分につき１点

対象者　市内在住・在勤・在学の人、または市内の団体・サークルに加入している人

申込方法　申込書に記入し、市民文化祭実行委員会事務局（文化学習課）まで
　　　　　※申込書は市内各施設、ホームページで取得できます。

申込締切　７月31日㈬　午後５時
　

　市民文化祭は、参加者が実行委員となり企画・運営します。

この機会に、日ごろの学習の成果を発表してみませんか。

プラム・カルコア太宰府 【ホワイエＬＩＶＥ】開催

-Vol.５-「ギター弾き語り」

日　時　７月11日㈭　

　　　　午後０時30分～20分程度

出演者　大武伸語

曲　目　暖簾、昴、御笠川 ほか

ページＩＤ：３１８８５（共通）

-Vol.６-「沖縄の音楽」

日　時　７月31日㈬　

　　　　午後０時30分～20分程度

出演者　Kazoo【和(かず)】

曲　目　安里屋ゆんた、島唄 ほか
　

入場無料

ページＩＤ：３５０１１プラム・カルコア文化芸術振興事業

海上自衛隊佐世保音楽隊「ふれあいコンサートin太宰府」　

日　時　８月31日㈯　午後２時～４時終演予定　（午後１時30分開場）

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）　市民ホール【無料・全席指定】 ※要入場券

応募方法　次の①～⑥を63円はがきまたは応募フォームにて文化学習課へ　

▲

　　　　　①観覧希望人数（２人まで） ②郵便番号・住所 ③代表者・同伴者氏名（ふりがな） 

　　　　　④年齢 ⑤ひざ上鑑賞の有無（２歳以下） ⑥車いす希望など

応募締切　７月19日㈮まで（当日消印有効） ※当選者には８月上旬頃、入場券を発送します。

注意事項　応募多数の場合、市内在住者を優先して抽選します。
　

ページＩＤ：２２０１８
令和６年度夏休み学習室開放

期　間　７月19日㈮～８月25日㈰　休館日は除く

時　間　午前９時～正午、午後１時～５時　※７月19日㈮は午後のみ

部　屋　開放する部屋は、ホームページ・窓口で、前週の金曜日にお知らせします。
　

　小学生～大学生の自主学習の場として、施設に空きのある時間帯に研修室を開放します。

　沖縄の伝統楽器「三線」や、三線とギターを

合わせたような楽器「一五一会」による演奏

　アコースティックギター演奏と歌

ページＩＤ：３５０１４
「子ども陶芸体験教室」受講生募集

日　時　７月30日㈫　10時～正午、午後１時～３時 （１人20分程度）

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）３階 実習室

対象者　小学生～中学生　※親子で参加可　　定　員　各15人

受講料　１人3,000円（材料費１作品・焼成費込）

持ってくる物　エプロン・タオル（手拭き用）　　　

講　師　髙取焼宗家 髙取春慶先生

　　　　高取焼味楽窯　亀井久彰先生

申込期間　７月１日㈪午前10時から定員になり次第締切
　

　ろくろを回して作品を作ります。完成品は10月下旬頃に受け取ることができます。

たか　とり

かめ　 い ひさ あき

しゅん けい

過去の教室の様子

まほろば市民大学 教養講座

「現役司会者がずばり、後悔しない葬儀とそのオカネ事情」一般受講生募集
日　時　７月11日㈭午前10時30分～正午

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）多目的ホール

受講料　300円　　定員　40人※要申込

申込期間　６月28日㈮午後１時から定員になり次第締切

申込方法　応募フォーム、電話または窓口で氏名・連絡先を 

▲

　　　　　伝えてください。

ページＩＤ：３５０１２

申込方法　

申込フォーム▶

講　師　内野順子さん

（ＭＣユニット ランコントル代表・
  終活カウンセラー）

うち　の じゅん　こ

※席数には限りがあります。（出入り・立ち見自由）

おお　たけ しん　ご

さん　しん

いち　ご　 いち　え　
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白
秋
の
音
訳
書
に
嵌
る
そ
の
詠
み
し

慰
鶲
の
声
降
り
来
る
窓
に

大
佐
野
台 

宮
崎 

フ
ミ

羽
根
い
た
く
傷
め
し
蝶
は
吾
が
庭
の

草
に
休
み
ぬ
そ
こ
は
日
溜
り

湯
の
谷 

山
崎
八
重
子

風
か
を
る
古
刹
の
楠
の
青
葉
梟

見
上
ぐ
る
人
ら
の
眼
差
し
優
し

五
条 

山
田 

乃
ぞ
み

大
池
の
二
尺
の
鯉
ら
が
わ
が
パ
ン
を

玉
競
り
す
る
五
月
晴
れ
の
日

春
日
市 

山
本 

憲
一

夕
間
暮
ふ
い
に
光
る
目
現
わ
れ
る

道
路
も
テ
リ
ト
リ
ー
余
裕
の
蝦
夷
鹿

筑
紫
野
市 

渡
辺 

保
子

介
弘
　
紀
子
　
選

夏
野
行
く
子
等
の
頭
の
見
え
隠
れ

馬
場 

野
上
コ
ト
子

沢
蟹
や
子
ら
の
心
を
わ
し
掴
み

観
世
音
寺 

野
田 

杉
子

た
て
よ
こ
に
風
転
が
り
て
夏
野
か
な

青
葉
台 

平
野 

香

黙
深
き
二
人
に
夏
野
暮
れ
ん
と
す

朝
倉
市 

味
酒
ふ
じ
子

秘
め
事
も
悲
し
み
も
捨
て
夏
野
行
く

青
葉
台 

本
山 

晴
子

佐
々
木
　
甘
露
子
　
選

麦
秋
の
中
を
駆
け
抜
く
新
特
急

福
岡
市 

北
川
朴
洋
子

身
の
内
の
濁
り
溶
け
ゆ
く
花
卯
木

福
岡
市 

宮
津
英
里
子

そ
ら
の
蒼
ネ
モ
フ
イ
ラ
の
あ
を
海
の
蒼

福
岡
市 

塩
飽
た
か
子

父
の
日
を
祝
つ
て
も
ら
ふ
父
と
な
る

青
葉
台 

彦
坂 

正
孚

日
め
く
り
や
半
分
の
こ
し
夏
が
く
る

筑
紫
野
市 

寺
田 

恵
子

菅
井
　
久
美
子
　
選

図
書
館
の
静
け
さ
覆
ふ
夏
木
立

長
浦
台 

徳
賀
美
智
子

絵
手
紙
の
詞
短
か
し
柿
の
花

高
雄
台 

荒
島
由
美
子

万
葉
の
歌
碑
を
め
ぐ
り
て
夏
木
立

筑
紫
野
市 

名
本 

剛

風
穴
に
暫
し
安
ら
ふ
夏
木
立

星
ヶ
丘 

江
里
口
幸
生

藁
屋
根
の
見
え
く
る
谷
戸
や
柿
の
花

福
岡
市 

工
藤 

友
子

小
池
　
一
恵
　
選

ど
ん
底
に
失
う
も
の
は
無
い
強
味

松
川 

山
根 

清

思
い
出
を
守
る
家
族
の
古
写
真

筑
紫
野
市 

吉
田 

敬
子

山
頂
を
前
に
撤
退
す
る
勇
気

大
野
城
市 

野
田 

茂
生

ペ
タ
ル
こ
ぐ
皆
に
見
せ
た
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト

観
世
音
寺 

松
浦 

ち
え

あ
ち
こ
ち
で
増
え
る
異
国
語
コ
ロ
ナ
あ
け

福
岡
市 

迎 

あ
ゆ
子

持
永
　
真
理
子
　
選

窓
開
け
し
外
出
の
不
安
夕
立
雲

星
ヶ
丘 

柴
田
慧
美
子

夕
立
に
翼
の
欲
し
き
程
の
足

馬
場 

有
岡 

和
砂

ロ
ボ
ッ
ト
の
涼
し
く
巡
る
喫
茶
店

国
分 

松
尾 

満
子

広
重
の
版
画
の
世
界
め
く
白
雨

筑
紫
野
市 

幸
田
は
る
み

家
の
歴
史
破
れ
網
戸
の
語
り
を
り

水
城 

福
永 

惠
美

　似ているようで違う韓国と日本。今回のテーマは「箸」です。日本では食事の時に

箸だけを使うことが多いですが、韓国ではスプーンと箸が一対なのが普通です。こ

れは食事のマナーが影響しています。器を持って食べてはいけない韓国では、汁物

を食べるのにスプーンが必要です。ご飯と汁物はスプーン、おかずは箸で食べるの

がマナーです。配膳では、ご飯の右側にスープを置き、その右側にスプーンを横置き

ではなく縦置きに配置する違いがあります。

　この他にも、韓国のスプーンと箸は日本と違って平たく、金属製です。以前は鉄や

銅、銀など多様な素材が使われていましたが、今日ではステンレス製の箸が一般的

です。韓国の箸が金属製になっている理由は定かではありませんが、韓国の食習慣

と関係があると言われています。韓国の食べ物には漬物類が多く、木より鉄の方が

適していたという考え方です。例えば、キムチ

は木の箸を使うとキムチの汁で赤く変色しま

す。それを防ぐために、金属を使うように

なったと考えられます。その他にも、韓国は

鉄鋼石が豊富だったため金属製のスプーン

が普及したという説や、金属は管理や洗浄

が簡単で耐久性に優れていたために定着し

たという説もあります。

箸で見る韓国の食習慣

国際交流・韓国

太宰府市国際交流員
キムシンヒョン

金辛泫

つ
れ
づ
れ

太
宰
府
短
歌
会

飛
梅
句
会

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

太
宰
府
俳
句
会

宝
満
句
会

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

韓国のスプーンと箸

人権標語

太宰府南小５年　　野茂　絢音さん

もっていたい　
　やさしい笑顔と　
　　　　　思いやり

の　も あや　ね

（応募時）

（五条区）池坊

花材 石化柳、鶏頭、小判草　他

上野　智子
うえ の とも こ

季
節
の
生
け
花

太
宰
府
市
華
道
連
盟

みんなの
としょかん●小説　笑う森(荻原浩／著)　惣十郎浮世始末（木内昇／著）　ドクター・デスの再臨（中山七

里／著）　控えよ小十郎（佐藤巖太郎／著）　ルーマーズ俗（堂場瞬一／著）　最後の甲賀忍

者(土橋章宏／著）　愚か者の石（河崎秋子／著）　町なか番外地(小野寺史宜／著)　六色の

蛹（櫻田智也／著）　オパールの炎（桐野夏生／著）　愚道一休（木下昌輝／著）　黄昏のため

に（北方謙三／著）　谷から来た女（桜木紫乃／著）　復活（久間十義／著）　関心領域（マー

ティン・エイミス／著）

●随筆・詩などの文学　短歌を楽しむ基礎知識（上野誠／編）　「不適切」ってなんだっけ（高

橋源一郎／著）　六十路通過道中（群ようこ／著）　迷子手帳（穂村弘／著）　わからない（岸

本佐知子／著）

●その他の本　深海世界（スーザン・ケイシー／著）　学童弁当（野上優佳子／著）　土地家

屋調査士うんちく先生（加藤博永／著）　大人が楽しい紙ペンゲーム30選

（すごろくや／著）　介護のことになると親子はなぜすれ違うのか(神戸貴

子／著ほか)　軽量登山入門（栗山祐哉／著）
としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６

金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和６年６月
貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土令和
6年

8 5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

4

11

18

25

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

ホームページ

大
鳥
居
氏
の
家
督
争
い
と
菊
池
氏

室
町
・
戦
国
時
代
を
通
し
て
筑
後
国

(
現
・
福
岡
県
南
部
)
に
在
住
し
て
い
た

太
宰
府
天
満
宮
の
現
地
ト
ッ
プ
・
留
守

職
を
務
め
た
大
鳥
居
氏
は
、
太
宰
府
が

位
置
す
る
筑
前
国
(
現
・
福
岡
県
北
西
部
)

と
筑
後
国
の
両
方
で
、
国
ご
と
の
統
治

担
当
者
・
守
護
を
中
心
と
す
る
武
家
と

関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
、

筑
後
守
護
・
菊
池
氏
と
の
関
係
を
み
て

い
き
ま
す
。

15
世
紀
半
ば
の
大
鳥
居
氏
と
菊
池
氏

の
関
係
は
、
大
鳥
居
氏
の
家
督
を

め
ぐ
る
抗
争
に
菊
池
が
介
入
す
る

形
で
現
れ
ま
す
。
信
善
・
信
顕
・

信
堯
の
三
兄
弟
に
よ
っ
て
争
わ
れ

た
家
督
は
、
文
安
元
(
１
４
４
４
)

年
に
信
堯
が
継
承
す
る
こ
と
に

い
っ
た
ん
決
定
し
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
後
も
信
顕
と
の
間
で
、
数
年

に
わ
た
っ
て
家
督
争
い
の
火
種
が

く
す
ぶ
り
続
け
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
４
年
後
の
文
安
５
(
１
４

４
８
)
年
、
信
顕
が
家
督
争
い
の
経
緯

を
説
明
し
た
際
に
、
文
安
元
年
当
時
、「
故

上
様
」
か
ら
裁
定
が
あ
っ
た
と
述
べ
て

い
ま
す
。
こ
の
故
上
様
と
は
、
菊
池
氏

の
当
主
で
あ
っ
た
菊
池
持
朝
の
こ
と
で

す
。
筑
後
守
護
を
務
め
た
菊
池
持
朝
は
、

同
国
水
田
荘
(
現
・
筑
後
市
水
田
)
に

大
鳥
居
氏
が
在
住
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

上
位
者
と
し
て
家
督
争
い
の
収
拾
に
乗
り

出
し
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
信
堯
の
家

督
相
続
が
決
定
し
た
直
後
に
作
成
さ
れ
た

神
仏
に
契
約
の
履
行
を
誓
う
文
書
・
起
請

文
に
は
、
菊
池
氏
の
本
拠
・
肥
後
国
(
現
・

熊
本
県
)
の
国
内
最
上
位
の
神
社
・
一
宮

で
あ
っ
た
阿
蘇
神
社
の
名
が
、
太
宰
府
天

満
宮
や
筑
後
国
一
宮
の
高
良
大
社
と
と
も

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
も
、

菊
池
氏
の
密
接
な
関
与
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
の
当
時
、
北
部
九
州
地
域
で

は
戦
乱
が
続
き
、
筑
前
守
護
に
任

命
さ
れ
た
経
歴
の
あ
る
大
内
氏
と

少
弐
氏
は
、
筑
前
国
に
お
け
る
権

力
基
盤
が
不
安
定
で
、
争
い
を
裁

定
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
大
鳥
居
氏
は
、

自
ら
が
在
住
し
た
筑
後
国
の
守
護

で
あ
っ
た
菊
池
氏
の
裁
定
を
仰
い

だ
の
で
す
。
肥
後
国
と
筑
後
国
を
権
力
基

盤
と
し
、
本
来
は
直
接
の
関
わ
り
を
持
た

な
い
菊
池
氏
が
、
天
満
宮
領
を
通
じ
て
太

宰
府
天
満
宮
と
関
わ
り
を
も
っ
た
例
で
あ

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

元 

太
宰
府
市
公
文
書
館
　
兒
玉
　
良
平

～公文書館だより 　～124
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市民図書館YA(ヤングアダルト)コーナーに「進学・進路」の本を集めました

　中高生向けの学校案内や勉強法、さまざ

まな職業に関する本を集めています。ぜひ

活用してください。

YA
文庫

YA
文庫

外国
文庫

外国
文庫

外国
文庫

本棚

本棚

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/ 2021 広報だざいふ 2024.８ （令和 6 年）広報だざいふ 2024.８ （令和 6 年）



公
文
書
館
の
は
な
し

太
宰
府
市
公
文
書
館
が
開
館
10
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
と
い
っ
て
も
「
公
文

書
館
？
ど
こ
に
あ
っ
た
っ
け
？
」
と
首

を
か
し
げ
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
一

般
に
図
書
館
や
博
物
館
ほ
ど
お
な
じ
み

の
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
公
文
書

館
は
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
も
い
い
、
公
文

書
館
法
に
は
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要

な
公
文
書
や
地
域
資
料
を
保
存
し
、
閲

覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
関
連

す
る
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

す
る
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
起
源
は
、
紀

元
前
７
世
紀
頃
の
ア
ッ
シ
リ
ア
帝

国
の
王
立
図
書
館
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
18
世
紀
以
前
の
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
は
、
国
家
や
宗
教
団
体
、

家
な
ど
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
的
な
性

格
が
強
く
、
公
に
開
か
れ
た
施
設

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う

し
た
な
か
１
８
０
８
年
、
フ
ラ
ン

ス
革
命
後
に
設
置
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
国

立
中
央
文
書
館
は
、
公
文
書
を
国
民
の

共
有
財
産
と
し
て
保
存
し
、
閲
覧
公
開

し
て
い
く
と
い
う
理
念
と
仕
組
み
を
有

す
る
、
世
界
初
の
近
代
的
な
公
文
書
館

と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
世
界
各
国

で
同
様
の
公
文
書
館
が
開
館
し
ま
し
た
。

国
内
で
は
、
１
９
５
９
年
開
館
の
山

口
県
文
書
館
が
最
も
古
く
、
国
立
公
文

書
館
は
１
９
７
１
年
に
開
館
し
ま
し
た
。

以
降
各
地
に
少
し
ず
つ
増
え
て
い
き
ま
す

が
、
２
０
０
０
年
代
に
入
り
、
公
文
書
の

誤
廃
棄
や
ず
さ
ん
な
管
理
な
ど
の
問
題
が

噴
出
し
、
２
０
０
９
年
に
「
公
文
書
等
の

管
理
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
る
と
、

そ
の
後
15
年
の
間
に
40
を
超
え
る
公
文
書

館
が
開
館
し
ま
し
た
。専
門
職
で
あ
る
ア
ー

キ
ビ
ス
ト
の
認
証
制
度
も
始
ま
り
、
世
間

の
認
知
度
も
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
る
状
況

で
す
。
現
在
、
全
国
に
公
文
書
館
の
役
割

を
持
つ
施
設
が
、
都
道
府
県
に

45
、
政
令
市
に
11
、
市
区
町
村
に

36
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の

よ
う
に
、
公
文
書
館
を
持
つ
市
区

町
村
は
全
国
で
２
％
に
す
ぎ
ま
せ

ん
が
、
地
域
の
特
色
や
歴
史
を
活

か
し
た
文
書
の
保
存
や
活
用
、
き

め
細
か
い
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
対
応
な

ど
、
地
域
に
根
差
し
た
市
区
町
村

立
公
文
書
館
な
ら
で
は
の
強
み
も

あ
り
ま
す
。

地
域
資
料
は
も
ち
ろ
ん
、
市
政
の
記
録

で
あ
る
公
文
書
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
例
を
あ

げ
る
ま
で
も
な
く
、
市
民
の
貴
重
な
共
有

財
産
で
す
。
そ
れ
を
守
り
、
次
の
世
代
へ

つ
な
げ
る
努
力
を
、
太
宰
府
市
公
文
書
館

は
続
け
て
い
ま
す
。

太
宰
府
市
公
文
書
館
　
荻
野
　
寛
美
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公文書館で、私たちが待っています！

　「百年後も誇りに思えるまち、太宰府」を掲げて、市民の皆さんの

役に立つ公文書館を目指してきました。まちの歴史に関する質問や

出前講座の申し込みも、お待ちしています。

　毎月連載している「太宰府の文華」も執筆していますので、読んで

みてください。

すぐそばに駐車場もあって、

まほろば号は上下水道事業

センターバス停が最寄りです。

皆さんぜひ公文書館へ気軽

に来てください！　

重松
しげまつ

大塚
おおつか

荻野
おぎ の

藤田
ふじ た

　太宰府の歴史では、古代を担当

しています。長年にわたり、市史

編さんも経験しました。

　近世を担当しています。『太宰

府市史』で、皆さん一緒に勉強し

ましょう！

　近現代を担当しています。市役

所からドッサリやって来る、大事

な公文書も扱っています。

　中世を担当しています。公文書

館に来れば、周辺にある自然も満

喫できます。

太宰府市公文書館は開館10周年を迎えました
問い合わせ　文書情報課　公文書館　☎（921）2322

２月

４月

11月

11月

８月

11月

５月

４月

10月

７月

10月

・資料の収集・整理・保存・利用

・資料の情報提供

・資料の調査・研究・普及活動

前身の太宰府市市史資料室が国士舘大学太宰府キャンパス跡地（現上下水道事業センター）へ

移転

太宰府市公文書館開館、まほろば号の上下水道事業センター乗り入れも開始

初のパネル展「昭和の大合併―太宰府町と水城村の決断」と展示見学会を開催

全史料協全国（三重）大会研修会で、「太宰府市における行政文書の保存と公文書館の役割」と

題して市の取り組みを報告

『広報だざいふ』連載「公文書館だより」で明治150年特集を開始

『太宰府市公文書館通信』vol.１を発行

パネル展「年号が改まること -新元号「令和」によせて-」を開催

コロナ禍で、初回の臨時休館

パネル展「開発と史跡保存 -大宰府史跡指定 100年を迎えて-」の見学会を限定再開

市制施行 40周年記念パネル展「令和の都太宰府ゆかりの人々 ～『太宰府人物志』から～」を開催

10周年プレイベント・パネル展「“まち”の記憶、“まち”の記録―公文書館資料展―」を開催

令和改元五年記念・太宰府市公文書館開館10周年記念

「平成から令和へ -公文書館の歩みを振り返る-」

市内を巡回しますので、近くでぜひ見てみてください。

・10月 １日㈫～18日㈮　

・10月21日㈪～11月１日㈮　

・12月17日㈫～26日㈭　

・令和７年２月３日㈪～14日㈮　

・令和７年３月３日㈪～24日㈪　

太宰府市公文書館ロビー

市役所１階市民ギャラリー

文化ふれあい館１階エントランスホール

総合体育館（とびうめアリーナ）１階エントランス

太宰府館２階ギャラリー

パネル展開催のお知らせ

公文書館の主な出来事

こんな業務をしています

公文書館の10年の歩みをその前史から振り返りつつ、公文書館の役割と

仕事を紹介します。また、公文書から見える太宰府ならではの出来事を、

写真と共にわかりやすく展示します。

開催予定

平成26（2014）年

同年

平成27（2015）年

平成28（2016）年

平成29（2017）年

平成30（2018）年

令和元（2019）年

令和２（2020）年

令和３（2021）年

令和４（2022）年

令和５（2023）年

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/ 1819 広報だざいふ 2024.9 （令和 6 年）広報だざいふ 2024.9 （令和 6 年）



まほろば市民大学 教養講座

「今さら人に聞けない○○な話 –Part２– 」一般受講生募集
　通常、受講生のみが対象ですが、本年度は一般の受講生を募集します。

今回のテーマは「雑学」。日本人が忘れている「神話」の話を楽しく学びます。

ページＩＤ：３５０１２

問い合わせ　 文化学習課　文化学習係　☎（９２１）２１０１

日　時　10月10日㈭午前10時30分～正午

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）多目的ホール

受講料　300円　　定員　40人※要申込

申込期間　９月26日㈭午後１時から

　　　　　　　　定員になり次第締切

bunka-g@city.dazaifu.lg.jp

問い合わせ　 文化学習課　文化学習係　☎（９２１）２１０１　　（285）2631FAX

ページＩＤ：３５０１４第45回太宰府市民文化祭を開催

日　時　11月３日（日・祝）　午前10時～午後 ５時

　　　　　　４日（月・振）　午前10時～午後４時

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）

ステージの部　３日（日・祝）午前10時30分～午後４時30分予定・出演団体32組

　　　　　　　 ４日（月・振）午前10時30分～午後３時30分予定・出演団体25組

　

　ステージでは楽器演奏やダンスなど幅広い世代が出演します。展示では書や絵画などの素敵な作品

が並びます。スタンプラリー（子ども対象）、飲食などの出店も予定しています。ぜひ来場してください。

プラム・カルコア太宰府（中央公民館）からのお知らせ

展示の部　出展19団体　　体験会　①苔玉・松ぼっくりの寄せ植え作り（有料・数量限定）

　　　　　　　　　　　　　　　 ②おもちゃブロック教室（有料）
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しお み

も う 　 り

講　師　毛利清彦さん

　　　　　

き よ ひ こ

申込方法　

電話、窓口、申込フォーム ▶
（武雄市塩見神社宮司／
　元太宰府天満宮神職）

身体を動かしてあそぼう

子育て支援課　子育て応援係☎（919）6001

　文部科学省の幼児期運動指針では、「幼児はさまざまな遊びを中心に、毎日60分以上身体を動かすことが大切」とし

ています。そこで、今回は年齢別の運動遊びを紹介します。

おめでとう　さい1
令和５年10月生まれ

誕生日の前々月15日まで、電話または市ホーム
ページで受け付けています。
（例）誕生日が令和５年12月の人は、10月15日までに
　　　応募してください。

ページID：2633

応

募

方

法
経営企画課広聴広報係
☎（９２１）２１２１（内線５１４）

坂下　陽咲ちゃん16日

さかした ひ　さき

永田　朱里ちゃん19日

なが た あか り

坪根　新ちゃん4日

つぼ ね あらた

加藤　颯人ちゃん17日

か  と う は や  と

藤山　新大ちゃん27日

ふじやま あら た

豊増　葵晴ちゃん21日

とよます き　はる

嘉数 みのりちゃん14日

か　かず

鳥巣　珠羽ちゃん30日

とり　す しゅう

緒方　環茅ちゃん15日

お　がた わか　や

ホームページ

　運動機能の急速な発達とともに視力も発達し、ものへの興味関心が芽生える時期です。

　タオルでひっぱりっこ遊び

子どもを仰向けに寝かせ、タオルを顔の前で揺らします。子どもがタオルに手を伸ばしたらタオル

を動かし、軽い力でひっぱり合いをして遊びます。

　言葉が理解できるようになり、簡単なルールの集団遊びや目で見て同じ動きをまねる模倣ダンスな

ども楽しめるようになります。

　タオルでぶらさがり

大人が棒状にしたタオルを胸の前で動かないように両手で持ちます。子どもにタオルの中央を持

たせ、大人がタオルを上下に動かして遊びます。

　体力面、精神面ともに大きく発達する時期です。全身を使ったダイナ

ミックな遊びがおすすめです。

　スキップ遊び

戸外や室内の広い場所で、親子でスキップをします。まだスキップ

が難しいお子さんには、一緒に手をつないでスキップしてみましょう。

子育て支援センターでは、１０月３０日㈬に通古賀近隣公園で「戸外で

あそぼう会」を開催する予定です。参加をお待ちしています。

０～１歳

２～３歳

４～５歳

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/ 2021 広報だざいふ 2024.10 （令和 6 年）広報だざいふ 2024.10 （令和 6 年）
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背
に
赤
い
羽
根

朝
倉
郡
　
高
尾
ゆ
う
こ

　김장とは、晩秋や初冬にかけて、冬の間に食べる大量のキムチを漬ける韓国の家

庭にとって一大行事です。春に塩辛を漬けるところから始まり、初秋には唐辛子やニ

ンニクの準備、野菜の収穫など、準備だけでも半年以上かかります。一家のキムジャ

ンのために、大量の白菜を洗って大根を千切りし、味を整えるだけでも２～３日かか

るので、親戚や地域の人と互いに助け合いながら行う風習がありました。この文化

はユネスコの無形文化遺産にも登録されています。

　しかし、最近ではこのあり方が変わってきました。核家族化や献立の欧米化、外

食の普遍化などにより、家庭で消費するキムチの量は減りました。また、都市化によ

り地域住民の交流が減ったことや、保存技術の発達により１年中、市販のキムチも

多く出回るようになったことも背景にあります。

　わが家では、毎年11月に家族みんなでキムジャンをしています。漬け方は、地域で

材料や方法が異なり、郷土色が

よく見えます。祖母の家は、海

が近い韓国の南部울진に位置し

ているため、塩辛をたっぷり使

い、濃い味付けをするのが特徴

です。

김장文化

国際交流・韓国

太宰府市国際交流員
キムシンヒョン

金辛泫

つ
れ
づ
れ

太
宰
府
短
歌
会

飛
梅
句
会

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

太
宰
府
俳
句
会

宝
満
句
会

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

▲母方の祖母の家でキムジャンをする様子

人権標語

太宰府南小６年　　髙田　駿斗さん

だれにもね　
　　一人一人の　
　　　　　色がある

たか た しゅん と

（応募時）

（高雄区）池坊

花材 バラ、アストランチャー

シロタエギクの葉

くそかずら、ラン、モス

川嵜　純子
かわさき じゅんこ

季
節
の
生
け
花

太
宰
府
市
華
道
連
盟

キムジャン

ウルジン

キムジ ャ ン みんなの
としょかん●小説　岩に牡丹(諸田玲子／著)　マザー(乃南アサ／著)　共犯の畔(真保裕一／著)　リミッ

クス(今野敏／著)　多頭獣の話(上田岳弘／著)　まぼろしの女(織守きょうや／著)　魔者(小林

由香／著)　名探偵の有害性(桜庭一樹／著)　彼女は逃げ切れなかった(西澤保彦／著)　二人

の誘拐者(翔田寛／著)　三部作(ヨン・フォッセ／著)　ピアノを尋ねて(クオチャンシェン／著)

●随筆・詩などの文学　こころは今日も旅をする(五木寛之／著)　沈黙の声(遠藤周作／著)

　人生の道しるべ(宮本輝、吉本ばなな／著)　　死に急ぐ鯨たち・もぐら日記(安部公房／著)

●その他の本　野崎洋光の缶詰でつくる本格和食(野崎洋光／著)　専門医ママが教える！

子どものアレルギーケア(岸本久美子／著)　歳をとった親とうまく話せる言いかえノート(萩

原礼紀／著)　人も鳥も好きと嫌いでできている(細川博昭／著)　来たよ！なつかしい一冊

(池澤夏樹／編)

としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６

金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和６年９月
貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土令和
6年
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11

18

25

5

12

19

26

6
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20

27

3

10

17

24

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30
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野崎洋光／著
『野崎洋光の缶詰でつくる
本格和食』　NHK出版刊

乃南アサ／著
『マザー』
講談社刊

諸田玲子／著
『岩に牡丹』
新潮社刊

古
代
山
城
と
大
宰
府
⑵

本
年
６
月
号
で
、
古
代
山
城
と
大
宰

府
の
問
題
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。
今
回

は
そ
の
続
き
で
す
。
前
回
、
従
来
は
大

き
く
朝
鮮
式
山
城
と
神
籠
石
系
山
城
に

分
類
さ
れ
て
い
た
も
の
を
合
わ
せ
て
古

代
山
城
と
呼
ぶ
の
が
一
般
化
し
て
き
た

こ
と
に
ふ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
や
は
り

朝
鮮
式
、
神
籠
石
系
と
い
う
分
類
に
は

根
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
特
に
１
９

８
０
年
代
の
研
究
で
は
、
文
献
史
料
に

記
載
の
あ
る
も
の
が
朝
鮮
式
、
一
方
で

記
載
の
な
い
も
の
が
神
籠
石
系
と

の
考
え
方
が
出
て
き
て
、
現
在
の

古
代
山
城
関
係
の
論
文
で
も
し
ば

し
ば
目
に
し
ま
す
。
文
献
記
載
の

有
無
に
つ
い
て
、
古
代
山
城
研
究

会
代
表
の
向
井
一
雄
さ
ん
は
、
こ

の
基
準
に
よ
る
分
類
の
固
定
化
が

山
城
遺
跡
の
多
様
性
を
見
失
わ
せ

た
と
い
い
ま
す
。
さ
ら
に
文
献
未

記
載
は
、
神
籠
石
の
定
義
に
は

ま
っ
た
く
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の

で
、
神
籠
石
と
い
う
分
類
が
本
来
も
っ

て
い
た
考
古
学
的
な
意
味
あ
い
が
失
な

わ
れ
て
い
っ
た
と
指
摘
し
ま
す
。

そ
も
そ
も
神
籠
石
と
は
山
腹
を
取
り

囲
む
切
石
の
列
石
の
こ
と
を
指
し
て
お

り
、
そ
の
列
石
を
土
留
め
の
根
石
と
し

て
版
築
の
土
塁
が
と
り
つ
き
、
前
面
に

木
柵
を
備
え
る
こ
と
、
ま
た
水
門
や
城

門
が
付
随
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
が
発
掘

や
踏
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
向
井
さ
ん
が
い
う
よ
う
に
、
そ

の
あ
り
か
た
は
き
わ
め
て
多
様
で
、
文
献

未
記
載
と
い
う
だ
け
で
括
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

向
井
さ
ん
は
さ
ら
に
、
80
年
代
の
研
究

に
よ
っ
て
、
以
前
の
年
代
論
・
築
城
主
体

論
が
振
り
出
し
に
戻
っ
た
と
も
指
摘
し
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
い
つ
築
城
さ
れ
た
か
、

そ
し
て
誰
が
主
体
と
な
っ
て
築
城
し
た
か

と
い
う
問
題
で
す
。
現
状
で
は
、

築
城
年
代
は
お
お
よ
そ
７
世
紀
初

頭
~
８
世
紀
初
頭
に
集
約
さ
れ
つ

つ
あ
り
、
一
方
、
築
城
主
体
は
中

央
国
家
か
地
方
豪
族
で
学
説
が
分

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

古
代
山
城
と
大
宰
府
と
の
関
係
に

と
っ
て
も
重
要
な
意
味
を
も
っ
て

お
り
、
時
期
と
主
体
の
あ
り
か
た

に
よ
っ
て
は
、
両
者
の
関
係
の
再

検
討
も
視
野
に
入
り
ま
す
。
近
年
、
古
代

山
城
の
発
掘
調
査
も
進
ん
で
き
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
成
果
も
取
り
入
れ
つ
つ
、
こ
の

問
題
を
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
太
宰
府
市
公
文
書
館
　
重
松
　
敏
彦
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し
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ま
つ

と
し
ひ
こ

む
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い
　
か
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お

ね
　
い
し

は
ん
ち
く
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「だざいふのとしょかん　令和５年度の報告」 を発行しました。
市民図書館ホームページに掲載しています。
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みんなの
としょかん●小説　代替伴侶（白石一文／著）　小鳥とリムジン（小川糸／著）　あさ酒(原田ひ香／著)　 

耳に棲むもの（小川洋子／著）　ポップ・フィクション(堂場瞬一／著）　家族（高嶋哲夫／著）　ス

メラミシング（小川哲／著）　蘭医繚乱（海堂尊／著）　リスボンのブック・スパイ（アラン・フラド／

著）　哀しいカフェのバラード（カーソン・マッカラーズ／著）

●随筆・詩などの文学　そらそうや(黒川博行／著)　 すてきなモンスター(アルベルト・マンゲ

ル／著)　アジフライの正しい食べ方(浅田次郎／著)　

●その他の本　ふろしきがある暮らし(滝野朝美／著)　もっと好きになるガラスペンとインク

の本（武田健／著）　0歳から100歳までのこれからの「歯の教科書」（多保学／著）　積ん読

の本（石井千湖／著）　関西人はなぜ「○○電車」というのか（松本泉／著）

としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで
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金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和６年10月
貸出開始資料から
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7
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28

ホームページ

アルベルト・マンゲル／著
『すてきなモンスター』

白水社

黒川博行／著
『そらそうや』
中央公論新社

白石一文／著
『代替伴侶』
筑摩書房

天
野
遠
景
の
後
任
を
め
ぐ
っ
て

本
年
２
月
号
で
触
れ
ま
し
た
が
、
天

野
遠
景
は
建
久
５
(
１
１
９
４
)
年
ご

ろ
ま
で
に
九
州
を
統
轄
す
る
鎮
西
奉
行

の
職
を
解
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

鎌
倉
幕
府
は
誰
を
太
宰
府
に
派
遣
し
、

九
州
を
ど
の
よ
う
に
統
治
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

古
く
か
ら
研
究
者
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な

異
な
る
意
見
が
交
わ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
３
つ
の
説
を
紹
介
し

ま
す
。

①
中
原
親
能
説
　
遠
景
の
後
任
と

し
て
、
中
原
親
能
が
鎮
西
奉
行
に

任
命
さ
れ
た
説
で
す
。
親
能
は
も

と
京
都
の
公
家
で
源
頼
朝
の
側
近

と
な
っ
た
文
官
で
す
。
京
都
の
朝

廷
と
幕
府
と
の
交
渉
役
を
務
め
る

こ
と
が
多
く
、
遠
景
が
解
任
さ
れ

た
後
も
親
能
は
京
都
に
い
て
、
太

宰
府
に
は
赴
任
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
親
能
に
は
九
州
で
遠
景
の
よ

う
な
大
き
な
権
限
は
な
か
っ
た
と
い
う

指
摘
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
武
藤
資
頼
説
　
遠
景
の
後
任
は
親
能

で
は
な
く
武
藤
資
頼
だ
と
す
る
説
で
す
。

武
藤
氏
は
も
と
武
蔵
国
(
現
東
京
都
・

埼
玉
県
と
神
奈
川
県
の
一
部
)
の
武
士

で
、
頼
朝
に
従
う
よ
う
に
な
っ
て
発
展

し
ま
し
た
。
資
頼
は
建
久
６(
１
１
９
５
)

年
以
降
に
太
宰
府
に
移
っ
た
と
考
え
ら

れ
、そ
の
頃
か
ら
頼
朝
に
よ
り
筑
前
国
(
現

福
岡
県
西
部
)・
豊
前
国
(
現
福
岡
県
北
部

~
大
分
県
北
部
)・
肥
前
国
(
現
佐
賀
県
~

長
崎
県
の
う
ち
壱
岐
・
対
馬
以
外
)・
対
馬

島
(
現
長
崎
県
)
の
守
護
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
資
頼
に
は
、
そ
れ
ら
の
国
々

に
限
ら
ず
、
鎮
西
奉
行
に
由
来
す
る
九
州

全
域
に
及
ぶ
権
限
が
あ
る
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
権
限
は
遠
景
が
持
っ

て
い
た
も
の
に
比
べ
る
と
非
常
に
小
さ
く
、

鎮
西
奉
行
だ
っ
た
根
拠
に
は
な
ら
な
い
と

い
う
反
対
意
見
も
あ
り
ま
す
。

③
親
能
・
資
頼
複
数
就
任
説
　
①

②
に
対
し
、
遠
景
の
後
任
と
し
て

親
能
と
資
頼
が
並
び
立
つ
形
で
鎮

西
奉
行
に
就
任
し
た
説
が
あ
り
、

親
能
の
後
は
養
子
で
あ
る
大
友
能

直
と
そ
の
子
孫
が
引
き
継
い
だ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
友

氏
に
は
九
州
全
域
に
及
ぶ
権
限
は

な
い
と
し
て
否
定
す
る
意
見
も
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
歴
史
は
決
し
て
自
明
の

こ
と
で
は
な
く
、
複
数
の
説
が
唱
え
ら
れ

て
論
争
と
な
り
、
な
か
な
か
決
着
が
つ
か

な
い
場
合
も
あ
る
の
で
す
。
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宰
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俊
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お
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つ
か
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ち
ん
ぜ
い
　
ぶ 

ぎ
ょ
う

ち
く
ぜ
ん
の
く
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ぶ
　
ぜ
ん
の
く
に

ひ
　
ぜ
ん
の
く
に

お
お
と
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よ
し

な
お

つ
し 

ま

し
ま

な
か
は
ら 

ち
か
よ
し

む 

と
う 

す
け
よ
り

く
　 

げ

け
ん
き
ゅ
う

む

さ

し

の

く

に

み
な
も
と
の
よ
り
と
も

し
ゅ
ん
　
じ

あ
ま
　
の

と
お
　
か
げ

bunka-g@city.dazaifu.lg.jp

問い合わせ　 文化学習課　文化学習係　☎（９２１）２１０１　　（285）2631FAX

プラム・カルコア太宰府（中央公民館）からのお知らせ

図書館からのお知らせ

「おはなし会のクリスマス」開催
　毎年恒例のおはなし会のクリスマスを開催します。

みんなでお話を聞いたり、クリスマスの歌を歌ったりして、一緒に楽しいひとときを過ごしましょう。

日　時　12月21日㈯午後２時～２時45分　　対象者　幼児以上

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）４階多目的ホール　　参加費　無料

申し込み不要 文化学習課　文化学習係（市民図書館）

　☎（９２１）4646　　（921）4896FAX

文化学習課　文化学習係　（☎内線675）

ページＩＤ：３１８８4
プラム・カルコア文化芸術振興事業

～令和の都だざいふ～カラオケまつり　出場者募集

開 催 日　予選　２月１日㈯　午前または午後　※見学自由

　　　　　本選　２月２日㈰　午後２時～　※要入場整理券（無料） １月15日㈬　午前10時～プラム・カルコア太宰府

場　　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）　市民ホール

募集人数　60人（組）  そのうち、12人（組）が本選へ出場　
　　　　　　　※応募多数の場合は抽選　※ペア、グループで応募可。マイクの使用は2本まで。

応募資格　太宰府市内在住・在勤・在学の人かつカラオケ採点機能で80点以上の人

費　　用　　１人　1,000円（当日支払い）

応募期間　　12月２日㈪～20日㈮　午後５時　※返信は1月初旬を予定

応募方法　　①申込フォーム　　　　　　　②プラム・カルコア太宰府（中央公民館）窓口
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※110円切手を持ってきてください。

　

たか だ かちょう

　市民ホールのステージで、思いっきり歌ってみよう！本選の司会は、令和の都だざ

いふ応援大使の高田課長さんが務めます。

カラオケ採点機能 ＬIVE DAM Ai（DAM-XG8000）で採点します。

高田課長

文化学習課　文化学習係　（☎内線675）

ページＩＤ：３１８８５
プラム・カルコア太宰府
【ホワイエＬＩＶＥ】－Ｖｏｌ．８－開催

日　時　１２月１９日㈭　午後０時半～２０分程度

場　所　プラム・カルコア太宰府　２階ホワイエ　　　　　出演者　上田良之▶

曲　目　小指の思い出、北の旅人 ほか

※席数に限りがあります。 （出入 ・ 立ち見自由）　※出演希望者募集中。 詳しくは文化学習課へ問い合わせてください。
　

　市民ホール入口前のロビーを利用したさまざまなジャンルの簡易的ライブを

開催します。今回は「昭和歌謡とフォークソング」。ギターと歌をお楽しみください。

うえ　だ　よしゆき

（中央公民館）で配布

詳しいチラシを市内公共施設に配架中

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/ 2425 広報だざいふ 2024.12 （令和 6 年）広報だざいふ 2024.12 （令和 6 年）



みんなのとしょかん
あたらしくはいった本 令和6年11月 貸出開始資料から

●その他の本　なぜ、あなたの料理はちょっとマズイのか？（小田真規子／著）　日帰りで登れる温泉
百名山（飯出敏夫／著）　僕は猛禽類のお医者さん（齊藤慶輔／著）　名曲の曲名（茂木大輔／著）

●随筆・詩などの文学　もの想う時、ものを書く(山田詠美／著)　私の最後の羊が死んだ(河崎
秋子／著)　父のコートと母の杖(一田憲子／著)　

●小説　青い絵本（桜木紫乃／著）　雫(寺地はるな／著）　架空犯（東野圭吾／著）　こぼれ落ちる欠
片のために(本多孝好／著)　 坂の中のまち（中島京子／著）　夜刑事（大沢在昌／著）　恋とか愛とか
やさしさなら（一穂ミチ／著）　五葉のまつり（今村翔吾／著）　生き急ぐ（ブリジット・ジロー／著）　
白猫、黒犬（ケリー・リンク／著）　　　　　

開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22
29

5
12
19
26

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

4
11
18
25

１月

○印の日は、
お休みです。

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
15
世
紀
半
ば
、
太
宰
府
天
満
宮
の
現
地

の
ト
ッ
プ
で
あ
る
留
守
職
を
務
め
た
大
鳥

居
氏
の
信
善
・
信
顕
・
信
堯
三
兄
弟
に
よ

る
家
督
争
い
に
は
、
筑
後
国
（
現
・
福
岡

県
南
部
）
守
護
の
菊
池
氏
が
関
与
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
争
い
に
つ
い
て
は
昨
年
８

月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
大
内
氏

の
関
与
に
注
目
し
て
み
ま
す
。

　
こ
の
文
安
年
間
（
１
４
４
４
〜
４
９

年
）
の
大
鳥
居
氏
家
督
を
め
ぐ
る
争
い

は
、
菊
池
持
朝
の
裁
定
も
あ
り
、
信
堯
が

家
督
を
継
承
す
る
こ
と
で
い
っ
た
ん
沈
静

化
し
ま
す
が
、
和
解
の
際
の
取
り
決
め
を

信
堯
が
守
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
信
顕
が

反
発
し
、
家
督
争
い
が
再
燃
し
ま
す
。
こ

の
時
、
信
顕
は
再
び
菊
池
氏
を
頼
り
、
持

朝
の
子
・
菊
池
為
邦
か
ら
直
々
に
文
書
を

受
け
取
る
こ
と
で
、
信
顕
に
家
督
の
地
位

が
保
証
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
で
信
顕
は
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
筑

前
国
（
現
・
福
岡
県
北
西
部
）
守
護
と

な
っ
た
大
内
教
弘
を
頼
り
、
家
督
の
保
証

を
得
て
い
ま
し
た
。
実
際
、
博
多
に
信
顕

側
・
信
堯
側
双
方
の
証
人
を
招
集
し
て
、

大
内
氏
に
よ
る
裁
判
が
行
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
さ
ら
に
、
大
内
氏
の
筑
前
の
代

官
で
あ
る
守
護
代
・
仁
保
盛
安
と
、
菊
池

氏
の
筑
後
の
代
官
で
あ
る
守
護
代
・
木
野

了
幸
は
連
絡
を
取
り
合
い
、
大
鳥
居
氏
の

家
督
争
い
の
裁
定
に
つ
い
て
相
談
し
合
っ

て
い
ま
し
た
。

　
あ
く
ま
で
菊
池
氏
は
筑
後
国
の
守
護
で

あ
り
、
筑
前
国
内
に
位
置
す
る
太
宰
府
天

満
宮
の
人
事
に
直
結
す
る
、
大
鳥
居
氏
の

家
督
争
い
を
裁
定
す
る
こ
と
は
、
あ
る
意

味
、
越
権
行
為
と
も
い
え
る
こ
と
で
し

た
。
そ
の
た
め
菊
池
氏
は
、
友
好
関
係
に

あ
り
、
か
つ
筑
前
国
の
守
護
と
な
っ
て
い

た
大
内
氏
に
協
力
を
仰
ぎ
、
自
ら
は
大
内

氏
の
決
定
を
追
認
す
る
形
を
と
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
実
際
、
こ
れ
以
降
の
大
鳥
居
氏

に
関
わ
る
権
益
を
保
証
す
る
主
体
は
、
い

ず
れ
の
ケ
ー
ス
で
も
大
内
氏
と
な
っ
て
い

ま
す
。
大
鳥
居
氏
と
し
て
も
、
天
満
宮
で

の
権
益
を
守
る
上
で
は
、
筑
前
守
護
の
大

内
氏
か
ら
権
利
の
保
証
を
受
け
る
方
が
は

る
か
に
実
用
的
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
各
武
家
権
力
の
思
惑

の
間
で
、
天
満
宮
を
め
ぐ
る
情
勢
は
展
開

し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
鳥
居
氏
ら

天
満
宮
の
社
家
も
、
自
ら
の
権
益
を
守
る

た
め
に
、
武
家
権
力
を
利
用
し
て
い
た
の

で
す
。

元 

太
宰
府
市
公
文
書
館
　
兒
玉
　
良
平

大
鳥
居
氏
と
菊
池
氏
・
大
内
氏

129

る
　
　
す  

し
き

し
ゅ 

ご
　 

だ
い

に
　 

ほ  

も
り
や
す

き
　 

の

り
ょ
う 

こ
う

し
ん
ぜ
ん

し
ん
け
ん

ち
く
ご
の
く
に

ぶ
ん 

あ
ん

も
ち
と
も

た
め
く
に

ぜ
ん
の
く
に

ち
く

の
り
ひ
ろ

し
ん
ぎ
ょ
う

お
お
と
り
　
い
　
し

き
く
　
ち
　
し

お
お
う
ち
　
し

「冬の朗読会」を開催
　文芸作品を耳で味わうことで、読書の幅を広げてみませんか。
気軽に参加してください。
日　時　１月19日㈰　午後２時30分～午後４時（途中休憩あり）
場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）３階　視聴覚室
対象者　大人　　料　金　無料　　定　員　40人程度
内　容　小池真理子／著「赤いコートの女」（『銀座24の物語』より）、浅

田次郎／著「告白」（『月下の恋人』より）ほか、冬の季節にちな
む短編小説やエッセイなどを取り上げる予定です。

講　師　朗読紫苑の会（実演）

こ  

だ
ま

り
ょ
う
へ
い

ペ
ー
ジ
I
D
：
7
2
4
1

か
ま
び
す
し
虫
の
音
な
れ
ど

風
に
溶
け
闇
に
溶
け
れ
ば

や
が
て
閑
か
に

　
　
　
　
　
　
青
山
／
礒
村
　
順
一
郎

長
良
川
浅
瀬
を
渡
る
鳥
の
有
り

そ
の
先
じ
っ
と
岩
風
呂
に
見
る

　
　
　
　
　
都
府
楼
南
／
猪
俣
　
泰
夫

人
懐
こ
い
笑
顔
で
皆
を
幸
せ
に

せ
し
名
優
の
孤
独
す
ぎ
る
死

　
　
　
　
　
　
　
五
条
／
大
穂
　
聡
子

過
ぐ
る
日
は

夢
の
如
く
か
わ
が
友
の

逝
く
を
報
ず
る
葉
書
一
葉

　
　
　
　
　
　
　
五
条
／
大
藪
　
晶
代

何
よ
り
の
長
寿
の
家
系
屠
蘇
祝
ふ

　
　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
柴
田
慧
美
子

初
電
話
敬
語
使
へ
る
子
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
国
分
／
松
尾
　
満
子

三
キ
ロ
の
命
抱
い
て
年
迎
ふ

　
　
　
　
　
　
小
郡
市
／
宮
原
　
勝
彦

戻
る
は
ず
な
き
人
を
待
つ
夜
寒
か
な

　
　
　
　
　
　
馬
場
／
野
上
　
コ
ト
子

銀
杏
散
る
昨
日
も
今
日
も

明
日
も
ま
た

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
野
田
　
杉
子

ゆ
っ
た
り
と

米
寿
を
生
き
て
冬
ぬ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
平
野
　
香

銀
杏
落
葉
降
る
や
哀
し
き
こ
と
一
つ

　
　
　
　
　
朝
倉
市
／
味
酒
　
ふ
じ
子

銀
杏
散
る

バ
ー
ジ
ン
ロ
ー
ド
行
く
ご
と
し

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
本
山
　
晴
子

冬
晴
や
白
雲
一
朶
動
か
ざ
る

　
　
　
　
　
長
浦
台
／
徳
賀
　
美
智
子

柊
の
護
符
と
も
な
り
て
花
匂
ふ

　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
江
里
口
　
幸
生

高
く
舞
う
蜂
角
鷹
飛
来
餌
を
探
す

　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
日
永
田
忠
孝
子

露
寒
や
罰
受
け
し
子
の
帰
り
待
つ

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
寺
田
　
恵
子

崖
の
ぼ
る
波
打
つ
音
や
石
蕗
明
り

　
　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
彦
坂
正
孚

母
恋
ひ
の
母
の
セ
ー
タ
ー

手
ア
イ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
宮
津
英
里
子

飛
び
石
の
ご
と
歩
き
た
し
鰯
雲

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
北
川
朴
洋
子

寄
り
添
っ
て

ふ
た
り
で
越
え
た
八
十
路
坂

　
　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
武
末
　
次
生

眠
れ
ぬ
夜
句
集
の
中
を
散
歩
す
る

　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
坂
本
　
や
よ
子

夢
は
何
答
に
詰
ま
る
孫
の
問
い

　
　
　
　
大
野
城
市
／
高
巣
　
富
美
子

赤
い
糸
緩
み
出
し
た
か
倦
怠
期

　
　
　
　
　
　
国
分
／
岸
本
　
し
ず
え

看
護
師
の
本
音
聞
こ
え
た

夜
の
廊
下

　
　
　
　
　
　
通
古
賀
／
山
本
　
征
児

史
蹟
野
の
広
さ
を
拾
ふ
冬
日
和

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
工
藤
　
友
子

散
り
敷
け
る
花
柊
に
風
の
跡

　
　
　
　
　
　
高
雄
台
／
川
路
　
泰
子

一
枚
の
ガ
ラ
ス
に
透
く
る
冬
日
和

　
　
　
　
　
大
佐
野
台
／
金
丸
　
恵
子

鬼
す
べ
の
勢
子
の
余
香
も
神
々
し

　
　
　
　
　
　
　
馬
場
／
有
岡
　
和
砂

初
御
空
平
和
な
日
々
で
あ
れ
か
し
と

　
　
　
　
　
　
東
観
世
／
中
島
　
祝
乃

ゆ
る
ゆ
る
と

歩
く
白
寿
の
母
い
と
し

母
の
明
日
を
見
守
り
ゆ
か
ん

　
　
　
　
　
東
ヶ
丘
／
西
木
　
ミ
ヤ
子

太
宰
府
短
歌
会

太
宰
府
俳
句
会

持
永
　
真
理
子 

選

飛
梅
句
会

介
弘
　
紀
子 

選

宝
満
句
会

菅
井
　
久
美
子 

選

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

佐
々
木
　
甘
露
子 

選

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

小
池
　
一
恵 

選

つ
れ

づ
れ

国際交流・韓国

In
te
rn
a
tio
n
a
l E
x
c
h
a
n
g
e
 - S
o
u
th
 K
o
re
a

韓国の年末年始 太宰府市国際交流員
キム シンヒョン

金辛泫

　2025年、新年が明けました！みなさん明けましておめで
とうございます。そして새해 복 많이 받으세요(新しい年に
は福を沢山もらってください)。
　韓国では1月1日を신정（新正）と呼びますが、韓国はまだ
旧暦が残っているので、新暦の1月1日をシンジョン、旧暦
の1月1日を구정（旧正）とも言います。そして、クジョンは
「설날」という韓国最大の祝日でもあります。
　韓国は1989年までは1月1日～3日が祝日でしたが、
1990年に1月3日、1999年に1月2日が祝日から除外さ
れ、現在は1月1日だけが祝日として指定されています。そ
の理由は、1989年に旧暦の12月31日～1月2日（新暦では

本年は1月28日～1月30日）を新たにソルナルの祝日として
指定したからです。
　韓国では1月1日になる前、年末から新年の挨拶とお祝い
の言葉を交わします。放送局では演技大賞、歌謡大祭典な
どの年末特番を企画し、元日の1分前あたりから新年を迎
えるカウントダウンイベントを行います。
　보신각（普信閣）という建物では、1月1日になった瞬間
に合わせて鐘を33回鳴らします。元日には、初日の出を見
ながら新年の願いをする人たちの行列が続き、各家庭では
떡국という餅が入ったスープを食べながら1年の無事を願い
ます。

人
権
標
語

関係ない 
　見て見ぬふりも 
　　加害者です
太宰府西中学校２年　稲村 玲香さん

いなむら れい  か

（応募時）

（国分区）池坊

花材 かくれみの、つるうめもどき、
アマゾンリリー、松　ほか

藤原　静子
ふじはら しず  こ

太宰府市華道連盟

季
節
の
生
け
花

セ  ヘ

シンジョン

ボシンガック

トックク

クジョン

ソルナル

ボッ マ  ニ パ ドゥセ ヨ
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『J・J・J三姉弟の世にも
平凡な超能力』

チョンセラン／著
亜紀書房

『マンダラチャート』
垣谷美雨／著
中央公論新社

『自分でできる！薬に頼らない
糖尿病の大正解』
矢野宏行／著

ライフサイエンス出版

みんなのとしょかん
あたらしくはいった本 令和6年12月 貸出開始資料から

●その他の本　自分でできる！薬に頼らない糖尿病の大正解(矢野宏行／著)　そういうゲーム(ヨシタ
ケシンスケ／著)　近くも遠くもゆるり旅(益田ミリ／著)　リロぼん(南幅俊輔／編著)　オリーブオイル
がある暮らし(有元葉子／著)　荒木飛呂彦の新・漫画術悪役の作り方(荒木飛呂彦／著)

●随筆・詩などの文学　台所で考えた(若竹千佐子／著)　カフカ俳句(フランツ・カフカ／著)　
人生の壁(養老孟司／著)

●小説　マンダラチャート(垣谷美雨／著)　Ｊ・Ｊ・Ｊ三姉弟の世にも平凡な超能力(チョンセラン／
著)　孤城春たり(澤田瞳子／著)　サーペントの凱旋(知念実希人／著)　書楼弔堂霜夜(京極夏彦／著)
いつかの朔日(村木嵐／著)　最近(小山田浩子／著)　鎌倉駅徒歩８分、また明日(越智月子／著)　バイ
ト・クラブ(小路幸也／著)　破れざる旗の下に(ジェイムズ・リー・バーク／著)

開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

2
9
16
23

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22

2月

○印の日は、
お休みです。

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
受
験
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
す
。
太
宰
府
天

満
宮
の
境
内
に
は
、
合
格
祈
願
の
絵
馬
が

数
多
く
奉
納
さ
れ
、
受
験
生
ら
し
き
姿
が

目
立
ち
ま
す
。
お
な
じ
み
の
光
景
で
す

が
、
古
い
新
聞
記
事
を
調
べ
て
み
る
と
、

受
験
生
た
ち
が
天
満
宮
へ
押
し
寄
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
30
年
代
末
の
よ

う
で
す
。
そ
れ
ま
で
２
月
の
天
満
宮
に
関

す
る
記
事
は
梅
見
の
話
題
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
が
、
昭
和
32
年
２
月
に
「
太
宰
府
天

満
宮
の
受
験
シ
ー
ズ
ン
」
と
い
う
記
事
が

出
現
し
ま
す
。
そ
し
て
、
昭
和
37
年
以
降

は
受
験
生
で
に
ぎ
わ
う
天
満
宮
の
記
事
が

毎
年
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
当

時
、
国
内
は
高
度
成
長
期
。
高
校
や
大
学

へ
の
進
学
率
が
急
速
に
高
ま
り
、
そ
の
競

争
の
激
し
さ
は
「
受
験
戦
争
」
や
「
試
験

地
獄
」
と
も
称
さ
れ
ま
し
た
。
受
験
生
た

ち
が
「
学
問
の
神
さ
ま
」
の
助
け
を
借
り

た
い
と
思
っ
た
の
も
当
然
と
い
え
ま
す
。

　
そ
の
学
問
の
神
・
菅
原
道
真
は
、
死

後
、
天
満
大
自
在
天
神
と
し
て
神
格
化
さ

れ
ま
す
。
平
安
時
代
中
期
ご
ろ
か
ら
、
和

歌
、
漢
詩
、
書
に
優
れ
て
い
た
道
真
の
才

能
を
慕
い
、
そ
の
加
護
を
得
て
詩
文
の
向

上
を
願
う
人
た
ち
が
、
天
満
天
神
を
「
文

道
大
祖
風
月
本
主
」
、
つ
ま
り
文
道
の
神

と
し
て
崇
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
鎌
倉

時
代
以
降
、
天
神
講
や
天
神
縁
起
な
ど
を

通
じ
て
天
神
信
仰
は
さ
ら
に
普
及
し
ま

す
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
寺
子
屋
を
中

心
に
庶
民
の
間
で
も
天
神
信
仰
が
盛
ん
に

な
り
ま
す
。
寺
子
屋
で
は
天
神
画
像
を
掲

げ
、
天
神
経
を
唱
え
る
な
ど
し
て
、
学
業

の
上
達
を
祈
り
ま
し
た
。
芝
居
小
屋
で

も
、
近
松
門
左
衛
門
作
『
天
神
記
』
や
、

「
寺
子
屋
の
段
」
で
有
名
な
『
菅
原
伝
授

手
習
鑑
』
な
ど
の
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
が
人

気
を
博
し
、
こ
う
し
た
娯
楽
を
通
じ
て

「
学
問
の
神
」
と
し
て
の
天
神
さ
ま
が
浸

透
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
学
問
の
神
・
菅
原
道
真
も

受
験
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
18
歳
の
時
に
文
章
生
試
を
、

26
歳
の
時
に
は
「
対
策
」
と
い
う
官
吏
登

用
試
験
を
受
験
し
合
格
し
て
い
ま
す
。

「
対
策
」
の
前
は
、
私
生
活
の
時
間
を
減

ら
し
猛
烈
に
勉
強
し
た
と
い
い
ま
す
。
受

験
の
先
輩
と
考
え
る
と
、
学
問
の
神
さ
ま

が
急
に
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
不
思
議

で
す
。

　
　
太
宰
府
市
公
文
書
館
　
荻
野
　
寛
美

学
問
の
神
さ
ま
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ど
う
の
た
い 

そ
ち
か 

ま
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も
ん

す
が
わ
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で
ん
じ
ゅ

て
な
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い
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が
み

も
ん
じ
ょ
う
し
ょ
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し

ふ
う
げ
つ
の
ほ
ん
し
ゅ

す
が
わ
ら
の
み
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ざ
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ぶ
ん

て
ん
ま
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だ
い
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ざ
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て
ん
じ
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お
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の

ひ
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ペ
ー
ジ
I
D
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1

「
同
じ
こ
と
又
言
っ
て
る
よ
」

と
子
に
言
わ
れ

脳
ト
レ
ド
リ
ル
を
手
に
す
る
今
宵

　
　
　
　
　
　
　
朱
雀
／
黒
木
　
邦
枝

転
勤
は
月
も
有
り
う
る
未
来
に
は

う
さ
ぎ
は
ど
こ
で
餅
を
つ
く
や
ら

　
　
　
　
　
　
通
古
賀
／
詫
摩
　
典
子

花
び
ら
の
下
に

若
者
ら
を
埋
め
殺
し

喜
ぶ
男
の
顔
見
て
み
た
い

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
竹
森
　
祐
彦

掃
除
機
が
き
ゅ
ゆ
ゅ
ー
と

泣
き
て
仕
事
終
ふ

も
ろ
も
ろ
の
ご
み
腹
に
を
さ
め
て

　
　
　
　
　
　
糟
屋
郡
／
仲
道
　
朋
子

日
が
落
ち
て
薄
墨
の
杜
神
無
月

　
　
　
　
　
　
連
歌
屋
／
吉
嗣
の
り
子

時
雨
傘
そ
つ
と
差
し
出
す
京
女

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
幸
田
は
る
み

水
鳥
の
夕
日
の
綺
羅
に
見
え
隠
れ

　
　
　
　
　
　
　
水
城
／
福
永
　
惠
美

咳
き
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
聞
き
逃
し

　
　
　
　
　
　
向
佐
野
／
内
田
　
典
子

人
の
世
の
苦
楽
と
ど
む
か
古
暦

　
　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
江
里
口
幸
生

咳
込
ん
で
ほ
っ
と
息
づ
く
子
の
涙

　
　
　
　
　
大
佐
野
台
／
金
丸
　
恵
子

過
ぎ
し
日
の
苦
楽
を
丸
め
古
暦

　
　
　
　
　
　
高
雄
台
／
川
路
　
泰
子

咳
の
子
の
抱
い
て

離
さ
ぬ
ぬ
ひ
ぐ
る
み

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
工
藤
　
友
子

百
八
つ
祓
ひ
き
れ
た
か
除
夜
の
鐘

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
野
田
　
杉
子

気
合
入
れ
踏
み
出
す
一
歩
冬
の
朝

　
　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
名
本
　
剛

冬
眠
の
朱
の
眼
と
じ
た
る
白
蛇
神

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
彦
坂
　
正
孚

箱
火
鉢
祖
父
の
日
露
の
物
語

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
宮
津
英
里
子

立
冬
の
ご
ぼ
う
ご
し
ご
し

白
く
な
り

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
北
川
朴
洋
子

お
ほ
空
へ
と
ど
け
千
年
大
銀
杏

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
塩
飽
た
か
子

剪
定
を
終
え
て
広
が
る
冬
日
か
な

　
　
　
　
　
太
宰
府
市
／
福
島
久
美
子

口
だ
け
は
達
者
ま
だ
ま
だ

負
け
て
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
松
川
／
山
根
　
清

ほ
っ
こ
り
と
ロ
ー
カ
ル
線
の
国
訛

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
吉
田
　
敬
子

Ａ
Ｉ
に
私
の
寿
命
問
う
て
み
る

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
松
浦
　
ち
え

さ
す
が
真
打
ち

枕
の
芸
も
受
け
て
い
る

　
　
　
　
　
大
野
城
市
／
野
田
　
茂
生

甘
党
と
言
い
つ
つ
増
え
る

ビ
ー
ル
瓶

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
迎
　
あ
ゆ
子

二
人
し
て
聞
け
る
幸
せ
除
夜
の
鐘

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
本
山
　
晴
子

昨
日
今
日
予
報
通
り
の
冬
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
平
野
　
香

蛇
口
開
け
手
を
出
し
し
ぶ
る

冬
の
朝

　
　
　
　
　
大
野
城
市
／
稲
岡
と
み
子

水
鳥
に
一
陣
の
風
吹
く
川
面

　
　
　
　
　
　
　
五
条
／
兼
田
和
加
子

水
鳥
の
陣
形
今
日
も
乱
れ
な
し

　
　
　
　
　
　
　
高
雄
／
西
元
　
治
雄

掌
に
ト
ー
フ
切
り
ゆ
き
翻
す

母
の
手
ぶ
り
の
羨
も
し
童

　
　
　
　
　
大
佐
野
台
／
宮
崎
　
フ
ミ

太
宰
府
短
歌
会

太
宰
府
俳
句
会

持
永
　
真
理
子 

選

飛
梅
句
会

介
弘
　
紀
子 

選

宝
満
句
会

菅
井
　
久
美
子 

選

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

佐
々
木
　
甘
露
子 

選

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

小
池
　
一
恵 

選

つ
れ

づ
れ

し
わ
ぶ

国際交流・韓国
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a
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韓国の焼酎(소주) 太宰府市国際交流員
キム シンヒョン

金辛泫

　韓国で庶民の味として、一般的に思い浮かぶのが「サム
ギョプサル(삼겹살)」と「焼酎(소주)」です。物価の上昇でサ
ムギョプサルの価格が高騰し、庶民の味と言えるのかとの
声もありますが、焼酎はコンビニで約1,800ウォン（約190
円）、食堂では約5,000ウォン（約530円）ほどの低価格
で、いまだに庶民の味に位置づけられています。韓国の大
衆文化にもよく登場するため、広く知られています。

　韓国の焼酎は緑色の瓶に入っているのが特徴です。この
背景には、2009年に国の環境部が焼酎メーカーに対し
て、焼酎瓶を共用で利用する「空き瓶共用化協約」を進め
たことがあります。環境保護とコスト削減が目的でした。

以来、メーカーに関係なく焼酎の瓶をリサイクルして販売す
るようになり、現在では韓国の焼酎の瓶といえば緑色とい
うイメージになりました。

　韓国では、どのくらいお酒を飲めるかの目安を焼酎何本
分かに例えます。あるイギリスの酒類専門メディアで、世界
で一番売れた蒸留酒は韓国ブランドの焼酎で、23年連続1
位と発表がありました。なんと1秒に77本が売れるそうで
す。もちろん、このすべてを韓国人が飲み干したわけではな
いでしょうが、それでも高い数字であることは間違いない
ですね。

人
権
標
語

「それはだめ」　
　相手の目を見て
　　言う強さ
学業院中学校3年　亀崎 小春さん

かめさき こ  はる

（応募時）

（国分区）草月流

花材 ネコヤナギ、チューリップ、
菜の花　ほか

中島　公子
なかじま きみ  こ

太宰府市華道連盟

季
節
の
生
け
花

ソ ジュ

ソ ジュ
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